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青
年
部
（
吉
田
幸
太
郎
部
長
）
は
３
月
８

日
、
畜
産
部
集
会
室
に
て
第
65
回
通
常
総
会

を
開
催
し
、
部
員
29
名
（
内
、
委
任
16
名
）

が
出
席
し
ま
し
た
。
吉
田
部
長
の
挨
拶
に
続

き
、議
長
に
吉
武
和
明
さ
ん
（
上
佐
幌
地
区
）

が
選
任
さ
れ
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

新
得
町
農
協
青
年
部  

第
65
回
通
常
総
会

　

Ｊ
Ａ
新
得
町
は
12
月
よ
り
外
壁
改
修
工
事

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
約
２
カ
月
の
工
期

を
得
て
工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
現
在

の
本
所
事
務
所
は
昭
和
61
年
に
建
築
さ
れ
、

今
年
で
築
35
年
目
を
迎
え
る
た
め
、
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
外
壁
の
改
修
の
決
断
に
至

り
ま
し
た
。
新
た
に
Ｊ
Ａ
新
得
町
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
サ
イ
ン
も
導
入
し
、
新
た
な
装
い
と
な
り

ま
し
た
。

　

十
勝
地
区
農
作
業
受
託
協
議
会
（
楽
山
稔

会
長
）
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
農
作
業
安

全
・
交
通
安
全
表
彰
に
新
得
町
農
協
の
子
会

社
で
あ
る
㈱
新
得
営
農
サ
ポ
ー
ト
の
河
瀬
義

幸
氏
が
推
薦
さ
れ
、
２
月
９
日
に
㈱
新
得
営

農
サ
ポ
ー
ト
事
務
所
内
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
河
瀬
氏
は
㈱
新
得
営
農
サ
ポ
ー
ト

に
従
事
し
て
15
年
間
、
農
作
業
に
お
け
る
無

事
故
・
無
違
反
を
守
り
今
回
の
表
彰
に
至
り

ま
し
た
。
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新
得
町
農
協
女
性
部
（
平
か
よ
子
部
長
）

は
、
第
68
回
定
期
総
会
を
開
催
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
役
員
協
議
の
う
え
中
止
、
書
面

議
決
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
書
面
議
決
案

内
36
名
の
う
ち
、
23
名
の
提
出
が
あ
り
、
令

和
２
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令

和
３
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
設

定
に
つ
い
て
、
規
約
改
正
、
役
員
改
選
な
ど

全
６
議
案
が
全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 新

得
町
農
協
女
性
部  

第
68
回
通
常
総
会

　

２
月
25
日
に
Ｊ
Ａ
新
得
町
蔬
菜
振
興
会
は

本
所
第
１
会
議
室
に
て
か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
講
習

会
が
行
わ
れ
、
生
産
者
や
関
係
機
関
含
め
11

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
富
永
農

産
の
大
庭
係
長
よ
り
受
入
を
行
っ
て
い
る
立

場
か
ら
現
在
栽
培
し
て
い
る
品
種「
栗
五
郎
」

と
新
品
種
「
ほ
っ
こ
り
う
ら
ら
」
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
タ
キ
イ
種
苗
㈱
の

飯
澤
チ
ー
フ
よ
り
新
品
種
の
「
ほ
っ
こ
り
う

ら
ら
」
の
特
長
や
栽
培
方
法
な
ど
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の
説
明
を
行
い
、
出
席

者
か
ら
は
積
極
的
に
質
問
が
あ
り
、
来
年
の

豊
作
に
向
け
て
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。
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理事会の動き理事会の動き
第10回　令和2年12月24日開催

第11回　令和3年1月28日開催

第12回　令和3年2月26日開催

報　告　事　項

第１　加入・脱退申込者について

第２　�令和２年度　第３・四半期主要勘定及び損益対

比について

第３　余裕金の運用状況について

第４　内部監査の結果について

第５　令和２年度主要農産物集荷実績について

第６　�令和元年産共計品目（小麦・大豆・澱原馬鈴

しょ）本精算実績について

第７　農産物売買に係る利益相反取引の報告について

第８　11月末畜産物取扱実績について

第９　�令和２年度�㈱新得営農サポート事業実績について

第1０　その他

報　告　事　項

第１　出資加入・脱退申込者について

第２　令和２年12月末自己査定結果について

第３　令和２年度特定組合員組勘実績報告について

第４　令和３年産畑作物作付指標面積の設定について

第５　12月末畜産物取扱実績について

第６　新得町畜産振興公社12月末現在の状況について

第７　その他

報　告　事　項

第１　出資脱退申込者について

第２　内部監査の結果について

第３　�西十勝農業センター令和２年度収支決算見込に

ついて

第４　１月末畜産物取扱実績について

第５　その他

協　議　事　項

第１号　出資譲渡（受）について

第２号　�令和２年度第３・四半期自己監査の結果について

第３号　農業協同組合定款の一部改正について

第４号　�コンプライアンス・マニュアルならびに不祥

事対応・未然防止の手引の改正について

第５号　�改正育児・介護休業法等に伴う育児及び介護

休業規定の改正について

第６号　令和２年産人参本精算について

第７号　令和２年産加工馬鈴しょ本精算について

第８号　令和３年度特定組合員営農計画について

第９号　固定資産の取得について

第1０号　その他

協　議　事　項

第１号　出資譲渡（受）申込者について

第２号　職員の期末手当の支給について

第３号　地域懇談会の開催について

第４号　�持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化に向けた

取組に係る収支シミュレーション結果について

第５号　Ａコープ店舗解体工事について

第６号　固定資産の取得について

第７号　経営基盤強化積立金の取り崩しについて

第８号　�資産査定要領（担保評価マニュアル）の改訂

について

第９号　資金貸付に係る利益相反取引について

第1０号　�令和３年度の理事に対する組勘供給限度額及

び貸越極度額の設定について

第11号　農作業免許取得支援事業の一部改正について

第12号　その他

協　議　事　項

第１号　組合員の資格審査について

第２号　出資減口申込者について

第３号　組合員資格の変更について

第４号　地域懇談会の議案について

第５号　決算棚卸の日程について

第６号　第91回（通常）総会開催日程について

第７号　令和３年度内部監査実施計画について

第８号　Ａコープ店舗解体工事について

第９号　その他
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JJAA  ググルルーーププ通通信信  

  全国農業協同組合中央会は、「国消国産※」の理解醸成をすすめるため、情報発信のメインターゲットとする若年

層に強い影響力を持つアイドルグループ「乃木坂 46」を起用し、特設ＷＥＢサイトを展開しております。 

 特設ＷＥＢサイトで展開するクイズコンテンツを用いて、国内農業が抱える諸課 

題（生産基盤の弱体化、食料自給率の低迷等）について、乃木坂 46のメンバーが 

わかりやすく解説しており、メンバーと楽しく学べるスタイルとなっております。 

その他、メンバーからの国内農業に対する応援メッセージの掲載や、メンバーがそ 

れぞれの「推し食材」を食べる動画も公開しておりますので、是非ご覧ください。 

 

 

 

ＪＡ北海道中央会 

 

ＪＡバンク北海道は、２０１８年より地域活性化を目

的に、ファイターズとスポンサー契約を締結していま

す。この権益を活用して、これまでキャンペーン等を実

施してまいりました。また、ファイターズがＣＳＲ活動

として実施している「ゆきのね奨楽金」にも協賛し、子

どもたちを対象にした 
ウィンタースポーツの 
普及を支援しています。 
先ごろ、「ゆきのね奨楽 
金」の贈呈式が札幌ド 
ームで催されました。 

ＪＡ北海道信連 

ホクレングリーンネットショップが 2月から「HOKUREN 

GREEN +PLUS（ホクレングリーンプラス）」にリニューア

ル！引き続き全国のお客さまに、北海道産農畜産物のコ

アファンとなっていただけるようなオンラインショップ

を運営してまいります。出品希望商品などございました

ら、お気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

ホクレン 

ＪＡ共済連北海道では、地域貢献活動の一環として、

帯広農業高校と岩見沢農業高校の２つの農業高校に、実

践教育用の農業機械としてトラクターを寄贈いたしまし

た。 

この活動は農業後継者の育成支援を目的に、令和２年

度から実施することといたしました。 

この取り組みによって、農業の未来を担う学生たちの

実習環境がさらに向上し、学生たちがより実践的な知識

や技術を習得することで、将来、農業分野のスペシャリ

ストや農業後継者として活躍することを願っています。 

 

 

 

ＪＡ共済連北海道 

このたび本会では、組合員ならびに地域住民の皆様へ

の情報発信の場として、公式 Twitterを開設いたしまし
た。本会の情報はもちろん、各事業所におけるイベント

の開催情報やその様子など、四季折々の情報を発信して

まいります。開設したばかりではございますが、皆様に

とって有益な情報を発信でき 
るよう努めてまいりますので、 
QRコードより当アカウント 
のフォロー登録をお願いいた 
します。 
 
 
 
 

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介しま

す。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご覧

ください。 

ＪＡ北海道厚生連 

 

 

 

〇特設ＷＥＢサイト 

ＨＰアドレス：https://www.asahi.com/ads/nogizaka46ja/ 

 

 

 
※「国消国産」とは、国民が必要とし消費する食料は、その国で生産することが基本であるという考え方。 

 

 
 

 

https://www.hokuren-greenplus.jp 
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JJAA  ググルルーーププ通通信信  
 ＪＡグループ北海道は、他に本業を持つ人や主婦、学生などが気軽に農業に参加できる機会を創出することを目指した取

り組み「パラレルノーカー」を、春からの農業繁忙期に向けて、本格始動いたします。本格始動に際し、北海道出身で「モ

ーニング娘。ＯＧ」藤本美貴さんを起用したＴＶＣＭ「パラレルノーカーはじまっています篇」を北海道限定でオンエアし

ております。東京でタレント活動を行いながら、3児の母親でもある藤本美貴さんが、広大な北海道の土地でパラレルノー

カーとして農業体験を行う様子を収めたＣＭとなっております。また、ＴＶＣＭソングには、北海道出身の人気ロックバン

ド「ＧＬＡＹ」の「はじまりのうた」を起用しております。なお、ＴＶＣＭはＪＡ北海道中央会の公式ＹｏｕＴｕｂｅチャ

ンネルでも公開しておりますので、是非ご覧ください。

ＪＡ北海道中央会 

 令和３年１月から、ＨＢＣラジオとタイアップして、

「野菜が出来るまでの手間ひまと収穫の楽しみ」を自宅

で子どもと一緒に体験する『おウチで野菜栽培チャレン

ジ！』を始めました。参加者に事前に送付した栽培体験

キットを使って、ガーデンレタスやラディッシュの栽培

を体験してもらっています。ラジオ番組内に３月までオ

リジナルコーナーを設

ける等、生育状況の紹 

介やＪＡ青年部からの 

アドバイスも行ってい

ます。 

ＪＡ北海道信連

ホクレンは、農薬散布用ドローンの導入を検討する際

に役立つ基礎的な情報をまとめたリーフレットを作成し

ました。主な機種の仕様や特徴、空中散布の流れ、法

令・ルールなどをコンパクトにまとめています。水稲・

畑作地帯の会員ＪＡを中心に配布した 

ほか、「ホクレンインフォメーション」 

（https://hokuren-news.jp/）サイト 

の関連記事中から PDFファイルをダウ 

ンロードすることもでき

ます。 

ホクレン

ＪＡ共済では、『「こども共済」資料請求キャンペー

ン』を実施しております。ＪＡ共済ホームページから

「こども共済」の資料をご請求いただいた方に、『ＪＡ共

済オリジナル アンパンマンお食事エプロン』をプレゼ

ントしております。キャンペーンは令和３年３月２６日

(金)までで、先着 60,000名様限定となっております。こ

の機会にＪＡ共済のホームページにアクセスいただけま

すようお待ちしております！ 

ＪＡ共済ホームページアドレス 

https://www.ja-kyosai.or.jp/ 

ＪＡ共済連北海道

本会では、組合員ならびに地域住民の皆様への情報発

信の場として、公式 Twitterの開設、運用を行っており

ます。今月は特別養護老人ホームところで行われた節分

行事の様子と、本会広報誌「すまいる」第 73号発行に

関しての情報をご案内いたしました。 

今後とも皆様へ有益な情報を発信できるよう努めてま

いりますので、下記 QRコードより当アカウントのフォ

ロー登録を宜しく

お願いいたします。 

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介しま

す。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご覧

ください。 

ＪＡ北海道厚生連 

○パラレルノーカー特設ＷＥＢサイト

https://ja-dosanko.jp/parallelnoker/ 
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